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 近年開発されている低温大気圧プラズマ源は、熱ダメージを与えずに表面処理を行うことがで

きるため、生物・医療分野への応用が研究されている。手術時における止血法として、焼灼止血

が用いられる場合があるが、この手法では止血部位以外にも熱傷が生じてしまう。そのため、組

織挫滅を伴わない、患者への負担を限りなく低く抑えることが可能な低温プラズマ処理による止

血が提案された[1]。 

 先行研究により、血液中タンパク質の凝集がプラズマ処理による止血作用機序の 1つであるこ

とがわかっており、そしてタンパク質の凝集には電気的作用が関与していることが示唆された[2]。

しかしその詳細な機構は明らかになっておらず、血液中タンパク質の凝集に関しては不明点が多

い。本研究では、低温大気圧プラズマによるタンパク質凝集機構の理解を目標として実験を行っ

ている。 

血液中のタンパク質で最も多く含まれているアルブミンに着目し、図 1に示すアルブミン凝集

実験装置を用いてプラズマ処理実験を行った。針電極に約 2.5 kVppの矩形波交流高電圧を印加し、

針電極先端と液面の間にプラズマを生成した。プラズマ処理により、図 2に示すようなアルブミ

ン凝集物が生成される。アルブミン凝集物の成長過程を記録し、画像解析することで凝集物面積

の時間発展を求めた。周波数等、プラズマ処理条件を変化させた際に、凝集物面積の時間発展に

どのような差が生じるかを調べた。発表では、プラズマ処理によって生じた凝集物の成長過程と

プラズマ処理条件の相関について議論する。 

  

図 1. 実験装置図。 図 2. 溶液表面におけるアルブミンの凝集。 
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